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疑われた者を「疑い例J とした。臨床像の比較は、 Student' s t-test 又は Mann- Whi tney' s U test 
を用いた。市内全体では 2 月 20 日から 4 月 2 日にかけて、 84 症例を検出した。 A中学校 (67 症例)
でまず感染が起こり、北部又は北西部の近隣小中学校 (8 症例)へ、さらに乳幼児を含む一般市民 (9
症例)へと拡大した。 46 症例 (54.8指)はワクチン既接種者であり、コプリック斑を呈さない例が多か
った。 (pく0.01) A中学校でのアンケート調査では、 86 症例(確定例 74 例、疑い例 12 例)を検出し
た。男性は女性に比して、 1 年生は 3 年生に比して有意に多く、感染曝露の機会や感受性に差があっ
たと推察された。発症曲線では第 4 峰までが確認され、卒業式関連行事が感染曝露の機会となって









































その結果が実際の感染制御に応用されていることは、実地疫学 (Field Epidemiology) の基本ステップを忠実
に踏まえた研究成果であると評価できる。さらに、本調査から導き出された諸対策やエビデンスが理論的根拠




平成 23 年 5 月 27 日，審査委員出席のもとに，学力確認のための試問を行った結果，本人は医学に関す
る十分な学力と研究指導能力を有することを確認した。
なお，英学術論文に対する理解力から見て，外国語に対する学力も十分であることを認めた。
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